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野

隆
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縄紋の住まいの選び方

は
じ
め

に

旧
石
器
時
代
か
ら
近
現
代

に
到
る
日
本

列
島
の
長

い
歴
史
に
お
い
て
、
そ
の

時
代
ご
と
の
特
色
を
も

っ
た
生
活
が
営
ま
れ
た
。
そ
れ
は
色
々
な
分
野
か
ら
な

っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
場
所
に
住
ま

い
あ
る
い
は
活
動
拠
点
を
設
け
た
か
、

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
色
が
集
中
的

に
表
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

こ
こ
で
は
、
今
か
ら

一
万
数
千
年
前
に
は
じ
ま
り
、
紀
元
前
千
年
前
後
ま
で
、

約

一
万
年

の
長
き
に
わ
た

っ
て
存
続
し
た
縄
紋
時
代
に
つ
い
て
、
山

・
里

・
海

辺
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
所
に
住
ま

い
を
求
め
た
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
、
G
I
S

(地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

・
空
間
科
学
)
に
よ
る
分
析
に
よ

っ

て
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た

い
。
最
後
に
、
縄
紋
時
代
と
弥
生
時
代
の
住
ま
い

の
選
び
方

の
大
き
な
違

い
と
、
そ
の
違

い
を
生
ん
だ
国
際
的
な
契
機
に
つ
い
て

述
べ
よ
う
。

1

富
山

の
地
形
と
環
境

(図
1
)

縄
紋
時
代
は
、
山
や
里

(平
野
)
に
お
け
る
堅
果
類

(ド
ン
グ
リ
類
)
を
は

じ
め
と
す
る
植
物
性
食
料
の
採
集
と
狩
猟
、
海
辺
の
海
産
物
の
利
用
が
特
に
重

要
な
産
業
で
あ
り
、
そ

の
中

に
は
農
耕

の
営

み

(栽
培
植
物
の
管
理
と
利
用
)

も
、
含
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
生
業
を
営
ん
だ
集
落

の
選
地
の

特
色
を
考
え
る
に
は
、
山

・
里

・
海
辺
の
環
境
が
近
接
し
て
存
在
す
る
地
域
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
エ
リ
ア
に
す
る
こ
と
が
近
道
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
条
件
を
満

た
す
と
考
え
る
富
山
県

(越
中
)
を
取
り
上
げ
た
。
富
山
県
は
約
四
二
五
〇
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
領
域
に
、
富
山
湾
、
呉
羽

・
射
水
丘
陵
を
は
さ
む
砺
波
平

野
と
富
山
平
野
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
囲
む
山
地
と
か
ら
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は

能
登
半
島
か
ら
飛
騨

・
信
濃
と
い
う
中
部
高
地

に
至
る
、
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
海
辺
-
山
地
を
つ
な
ぐ
地
域

で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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ぶ
り

北
陸

・
飛
騨

・
信
濃
を
結
ぶ
古
道
は
、
鰤
街
道
と
し
て
、
著
名
で
あ
る
。
な
お

現
代

の
気
候
で
は
、
平
野
部

・
里
山

・
山
麓
部
は
照
葉
樹
林
帯
、
山
地
は
落
葉

樹
林
帯

・
針
葉
樹
林
帯

・
低
木
林
帯
と
な

っ
て
い
る
。

図1富 山と周辺地域の地形と縄紋遺跡

2

縄
紋
遺
跡
の
密
度
分
布

と
立
地
地
形

一
四
三
二
件

の
富
山
縄
紋
遺
跡
時
空

間
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
G
I
S
密
度

分

布

分

析

を

お

こ

な

っ
た

(図

2

～
7
)。
こ
の
分
析
は
遺
跡
分
布

の
密

度
を
地
図
上
に
濃
淡
で
表
す
も
の
で
あ

り
、
濃
く
表
示
さ
れ
て
い
る
地
域
ほ
ど
、

単
位
面
積
あ
た
り
の
遺
跡
数
が
多

い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
遺
跡
の
立
地
地
形
を
知
る
た
め

に
、
地
形
傾
斜
角
度
を
横
軸
、
遺
跡

の

標
高
を
縦
軸
と
す
る
散
布
図
を
作
成
し

た

(図

8
～
13
)。
こ
の
図

で
は
ド

ッ

ト
の
位
置
が
、
右
ほ
ど
傾
斜
が
急
な
場

所
、
上
ほ
ど
標
高
が
高

い
場
所
に
立
地

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
こ
れ
ら
の
分
析
は
、
縄
紋
時
代
の
大
別
の
時
期
毎

に
お
こ
な

っ
た
。
そ

の
理
由
は
、
分
析

の
対
象
と
す
る
地
域
が
県
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
精
粗
色
々
の

情
報
を
も

つ
遺
跡
を
同
時
に
分
析

の
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
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縄紋の住まいの選び方

縄
紋
時
代
に
お
け
る
遺
跡
立
地
推
移
の
大

き
な
流
れ
を
み
る
こ
と
を
分
析
の
目

的
と
し
て
い
る
。
発
掘
調
査
が
緻
密
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
小
地
域
で
は
、
時

期

の
区
分
を
よ
り
細
か
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

草
創
期

(図
2

・
8
)

"
遺
跡
数
は
ま
だ
少
な

い
が
、
砺
波
平
野
南
部
や
、

呉
羽

・
射
水
丘
陵
か
ら
富
山
平
野
南
部

に
か
け
て
の
山
麓

・
低
丘
陵
地
帯
に
主

に
分
布
し
て
い
る
。
砺
波
平
野
南
部
と
呉
羽

・
射
水
丘
陵
は
、
縄
紋
時
代
を
通

図2縄 紋草創期遺跡の密度分布図

し
て
富
山
の
二
大
遺
跡
集
中
地
で
あ
る
。
遺
跡
の
標
高
は
五
〇
～
三
〇
〇

m
に

中
心
が
あ
り
、
地
形
傾
斜
角
度
は
五
度
未
満
の
も
の
が
多
く
、
五
～

一
〇
度

の

も
の
が
若
干
存
在
す
る
。
遺
跡
は
、
山
麓
部
の
安
定
し
た
台
地
や
解
析
谷
の
段

丘
の
平
坦
な
場
所
に
立
地
す
る
こ
と
が
多
く
、
主

に
集
落
に
近
接
し
た
山
と
里

の
資
源
を
利
用
す
る
生
活
を
お
こ
な

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
海
辺
の
集
落
の
存

在
は
、
顕
著

で
は
な

い
。

図3縄 紋早期遺跡の密度分布図

図4縄 紋前期遺跡の密度分布図

早

期

(図

3
・
9
)

●
分

布
の
傾
向
は
草
創
期
と
大
き

く
は
変
わ
ら
な
い
が
、
遺
跡

数
は
漸
増
傾
向
に
あ
る
。
そ

し
て
標
高
五
〇

m
未
満
の
遺

跡
が
増
加
し
て
、
地
形
傾
斜

角
度
五
～

一
〇
度
の
場
所
に

立
地
す
る
遺
跡
が
増
加
し
、

地
形
傾
斜
角
度

一
〇
度
以
上

の
場
所

に
立
地
す
る
も
の
も

現
れ
て
い
る
。
山
麓

・
里
山

か
ら
次
第
に
低
地
と
山
地
に

住
ま
い
の
場
所
を
広
げ

つ
つ

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前

期

(図
4

・
10
)

"
遺
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図5縄 紋中期遺跡の密度分布図

 

跡
数
の
増
加
が
著
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
砺
波
平
野
南
部
、
呉
羽

・
射
水
丘
陵

域
以
外
の
地
域
で
も
、
富
山
県
西
北
部

の
氷
見
市
や
富
山
平
野
お
よ
び
そ
の
東

の
地
域
に
も
、

一
定
の
ま
と
ま
り
を
な
す
遺
跡
の
分
布
集
中
地
が
で
き
て
き
て

い
る
。
特

に
標
高
が
低
く
て
平
坦
な
場
所

に
立
地
す
る
海
辺

の
遺
跡
の
増
加
が

著
し
い
。
ま
た
標
高
三
〇
〇
～
六
〇
〇

m
の
高
地
に
立
地
す
る
山
地
の
遺
跡
が

増
加
し
て
、
地
形
傾
斜
角
度

二
〇
度
以
上

の
傾
斜
地

に
あ
る
遺
跡
も
現
れ
て
き

図6縄 紋後期遺跡の密度分布図

図7縄 紋晩期遺跡の密度分布図

て
い
る
。
貝
塚
の
よ
う
な
確

か
な
海
の
営
み
を
確
認
で
き

る
遺
跡
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
と
、
照
葉
樹
林
帯

・
落
葉

樹
林
帯

の
資
源
利
用
が
な
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
み
て
、
山

・
里

・
海
辺
を

活
動

の
舞
台
と
す
る
当
地
域

の
縄
紋
社
会
の
在
り
方
は
、

こ
の
時
期
に
確
立
し
た
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。中

・
後

・
晩
期

"
縄
紋
中

期
は
、
遺
跡
数
の
増
加
と
広

範
な
土
地

の
利
用
が
も

っ
と

も
顕
著
な
段
階
で
あ
る
。
遺
跡
は
海
辺
の
低
地
か
ら
標
高
六
〇
〇

m
付
近
ま
で
、

ま
た
地
形
傾
斜
角
度

一
五
度
ま
で
数
多
く
存
在
し
、

一
五
～
二
五
度
の
範
囲
に

も

一
定
数
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
高

い
標
高
や
急
傾
斜
地
に
あ
る
遺
跡
も
存
在
す

る
。縄

紋
中
期
か
ら
晩
期

へ
か
け
て
、
低
地
か
ら
高
地
ま
で
広
く
居
住
地
あ
る
い

は
活
動
拠
点
と
し
て
利
用
す
る
在
り
方
は
、
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
縄
紋
晩
期
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縄紋の住まいの選び方

に
は
低
地
平
野
部
の
遺
跡
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
縄
紋
晩
期
遺

跡
の
多
く
が
、
弥
生
時
代

の
始
ま
り
の
頃

に
途
絶
え
る
こ
と
か
ら
、
縄
紋
時
代

か
ら
弥
生
時
代

へ
の
転
換
期
に
は
、
住
ま

い
の
選
び
方
に
お
い
て
大
き
な
変
化

が
あ

っ
た
こ
と
を
推
測
で
き
る
。

3

縄
紋
集
落
か
ら
の
眺
望
範
囲
と

一
時
間
歩
行
範
囲

標 高(m)

soo

500

400

300

200

100

0

25.020.05.010.015.0

地 形 傾 斜 角(度)

図8縄 紋草創期遺跡の立地地形

o.o

標 高(m)

600

500

400

300

200

100

0

上
の
分
析
結
果
か
ら
、
縄
紋
中

・
後
期
に
、
縄
紋
時
代
の
典
型
的
な
住
ま
い

の
選
び
方
が
な
さ
れ
た
と
考
え
て
、
こ
の
段
階

の
い
く

つ
か
の
遺
跡
に
つ
い
て
、

眺
望
範
囲
と

一
時
間
歩
行
範
囲
と
を
分
析
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
内
、
海

辺
の
集
落
と
し
て
富
山
県
氷
見
市
朝
日
貝
塚

・
朝
日
町
境
A
遺
跡
、
里
の
集
落

と
し
て
砺
波
市
松
原
遺
跡
、
山
の
集
落
と
し
て
南
砺
市
矢
張
下
島
遺
跡
に
つ
い

て
示
す

(氷
見
市
教
育
委
員
会

二
〇
〇
二
・
二
〇
〇
六
、
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ

励

脚

獅

㎜

5.010.015.0

地 形傾斜 角(度)

図9縄 紋早期遺跡の立地地形

o.o

標 高(m)

600

500

400

300

200

100

0

5.010.015.0

地 形 傾 斜 角(度)

図10縄 紋前期遺跡の立地地形

o.o

ン
タ
ー
編

一
九

八
九
、
富
山
県
埋

蔵
文
化
財

セ
ン
タ

ー

一
九
九
五
、

南
砺
市
教
育
委
員

△五

二
〇
〇
亠ハ
)。

氷
見
市
朝
日
貝

塚

(図
14
)

"
こ

の
遺
跡
は
、
日
本

海
域
有
数
の
大
規

模
貝
塚
で
あ
り
、

縄
紋
時
代
前
期
か

ら
同
晩
期
ま
で
栄

え
た
漁
業
集
落
で

あ
る
。
日
本
で
最
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標高(m)

soo

50220.05.010.015.0

地 形 傾 斜 角(度)

図11縄 紋中期遺跡の立地地形

0

)

㎜

伽

㎜

鷲

。
α

齢

畿

伽

鋤

留

。

標

初
に
発
見
さ
れ
た
縦
穴
住
居
の
ほ
か
、
大
量
の
土
器

・
石
器

・
骨
角
器

・
玉
類

に
加
え
て
、

マ
イ
ル
カ

・
カ

マ
イ
ル
カ

・
マ
グ

ロ

・
カ
ジ
キ
な
ど
の
魚
類
、
ア

カ
ガ
イ

・
ハ
マ
グ
リ

・
ア
カ

ニ
シ

・
シ
ジ

ミ

・
バ
イ

・
ア
サ
リ

・
カ
キ

・
サ
ザ

エ
な
ど
の
貝
類
と
い
う
海
産
物
の
資
料
が
多
数
得
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
外

洋
性
の
マ
イ
ル
カ
が
沿
岸
で
捕
獲
で
き
る
カ

マ
イ
ル
カ
よ
り
も
多

い
こ
と
が
、

特
筆
さ
れ
る
。
骨
角
器
に
は
漁
具
の
ほ
か
、
装
身
具
類
が
あ
り
、
鹿
の
骨
角

の

25.020.05.010.015.0

地 形 傾 斜 角(度)

図12縄 文後期遺跡の立地地形

o.o

25.020.05.010.015.0

地 形 傾 斜 角(度)

図13縄 紋晩期遺跡の立地地形

 

)

oo

齢

㎜

珈

伽

㎜

鋤

㎜

。

標

加
工
を
お
こ
な

っ
て
い

た
。朝

日
貝
塚
か
ら
の
眺

望
範
囲
の
特
色
は
、
富

山
湾
と
そ
の
海
岸
線
が

よ
く
見
え
て
、
外
洋

へ

向
け
て
も
広
く
眺
望
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ

に
対

し

て
里

(平

野
)
や
山

へ
の
眺
望
範

囲
は
狭
く
、
遺
跡

の
南

に

一
定
程
度
み
え
る
地

区
も
ほ
と
ん
ど
が
旧
十

二
町
潟

の
範
囲
で
あ
る
。

当
遺
跡
は
、
海
と
潟
と

い
う
生
活
資
源
の
あ
る
場
が
よ
く
見
え
る
場
所
に
あ

っ
た
。

陸
の

一
時
間
歩
行
範
囲

(海
の
部
分
は
、
平
地
の
歩
行
と
同
じ
速
度
で
航
海
し
た

場
合
の
移
動
範
囲
)
は
、
東
を
海
、
北

・
西

・
南
を
丘
陵

で
囲
ま
れ
た

コ
ン
パ

ク
ト
な
平
野
の
範
囲
に
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
範
囲

に
は
、
同
時
代

の
縄
紋
遺
跡

の
分
布
密
度
が
低
く
、
そ
の
分
布
す
る
遺
跡
も
朝
日
貝
塚
と
密
接

な
関
係
を
も

っ
た

(季
節
的
移
動
や
分
村
な
ど
)
と
推
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
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縄紋の住まいの選び方

朝
日
貝
塚
か
ら
は
鹿
角
を
は
じ
め
と
す
る
獣
骨
や
そ
の
加
工
品
も
出
土
し
て
い

て
、
海

で
の
漁
業
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
里

(当
地
域
で
は
照
葉
樹
林
帯
)
で

の
狩
猟
採
集
活
動
も
併
せ
お
こ
な

っ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

朝
日
町
境
A
遺
跡

(図
15
)

"
こ
の
遺
跡
は
、
縄
紋
時
代
中
期

か
ら
晩
期
ま

図14氷 見市朝日貝塚からの眺望範囲と1時 間歩行範囲

で
、
硬
玉

(ヒ
ス
イ
)
製
装
身
具
類
と
、
蛇
紋
岩
製
石
斧
類
を
大
量
生
産
し
た

海
辺
の
手
工
業
集
落
で
あ
る
。
特
に
富
山
県
東
部
か
ら
新
潟
県
南
部
で
採
取
で

き
る
硬
玉
製
の
装
身
具
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
広
く
持
ち
運
ば

れ
た
。
硬
玉
原
石
が
持
ち
運
ば
れ
て
加
工
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
多
く

の

図15朝 日町境A遺 跡からの眺望範囲と1時 間歩行範囲

場
合
は
製
品
流
通
で
あ
る
の
で
、
日
本
列

島
の
有
力
な
縄
紋
人
は
原
料
産
地
立
地
型

の
手
工
業
集
落

の
人
々
と
の
交
易
で
、
そ

の
社
会
的
地
位

の
維
持
に
と

っ
て
重
要
な

物
資

(津
Φω梓蒔
Φ
ひq
。0
9
適
切
と
は
い
え
な

い
が
威
信
財
と
訳
す
)
を
入
手
し
た
も

の

と
推
定
で
き
る

(宇
野

一
九
九
八
)。
稀
に

原
石
が
遠
隔
地

に
移
動
す
る
場
合
は
、
特

に
有
力
な
縄
紋
人
が
、
当
地
域
の
硬
玉
工

人
を
原
石
と
と
も
に
呼
び
寄
せ
た
と
推
定

で
き
る
。

こ
の
硬
玉

の
岩
脈
は
海
底

に
あ
る
ら
し

く
、
現
代
で
も
当
地
域

の
海
岸

(宮
崎
海

岸
、
別
名
ヒ
ス
イ
海
岸
)
で
は
海
が
荒
れ

た
次

の
日
に
ヒ
ス
イ
原
石
を
採
集
で
き
る

が
、
現
地
の
人
が
こ
れ
を
早
朝
に
採
取
し

て
し
ま
う
。
よ
そ
者
が
こ
こ
で
良
い
原
石
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を
採
集

・
加
工
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
日
本
列
島
各
地

の
縄
紋
人
は
、
互
恵
的

交
易
菊
Φ
o首
『
o
o巴

Φ
×
9
鋤
コ
σq
Φ
の
形
で
現
地
の
人
々
か
ら
直
接

・
間
接
的
に
入

手
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

境
A
遺
跡
か
ら
の
眺
望
範
囲
は
、
朝
日
貝
塚
と
同
様

に
海

に
開
け
て
い
て
、

日
本
列
島
最
大
の
硬
玉
製
装
身
具
が
出
土

し
た
氷
見
市
朝
日
貝
塚
も
遠
望
で
き

た
。
そ
し
て
境
A
遺
跡

か
ら
里

(平
野
部
)
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
が
、
そ
の

海
岸
線
は
よ
く
み
え
た
。
こ
の
こ
と
は
、
富
山

の
里
や
海

の
縄
紋
人
が
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
、
川
を
く
だ

っ
て
海
辺
に
出
た
ら
境
A
遺
跡
を
遠
望
で
き
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
縄
紋
時
代

の
主

要
交
通
手
段
は
丸
木
舟
に
よ
る
沿

海

・
河
川
水
運
で
あ
り
、
硬
玉
製
品
を
求

め
て
当
地
域
に
来
た
日
本
列
島
各
地

の
縄
紋
人
も
、
富
山
湾

に
至
る
と
境
A
遺
跡
の
位
置
を
認
識
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

境
A
遺
跡
は
、
原
産
地
立
地
型
の
手
工
業
集
落
で
あ
る
と
同
時

に
、
流
通
の
面

で
も
有
利
な
場
所
に
立
地
し
て
い
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

境
A
遺
跡
か
ら
の

一
時
間
歩
行
範
囲
を
見
る
と
、
そ
の
陸
地
面
積
が
朝
日
貝

塚
以
上
に
狭

い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
遺

跡
で
の
生
活
用
の
石
器
量
は
、
交
易

用
と
推
定
で
き
る
石
器

・
装
身
具
類
の
量

に
対
し
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、

境
A
遺
跡
は
手
工
業
専
業
集
落
と
呼
ん
で

よ
い
も

の
で
あ
る

(宇
野
前
掲
)。

こ
の
こ
と
は
眺
望
範
囲
と

一
時
間
歩
行
範

囲
か
ら
も
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

砺
波
市
松
原
遺
跡

(図
16
)

"
砺
波
市
庄
川
地
区
に
あ
る
松
原
遺
跡
は
、
砺

波
平
野
を
流
れ
る
主
要
河
川
で
あ
り
越
中

と
飛
騨
を
結
ぶ
交
通
路
で
も
あ
る
旧

庄
川
が
山
地
か
ら
平
野
部
に
出
た
所
の
河
岸
段
丘
上
に
あ
る
集
落
遺
跡

で
あ
る
。

標
高
は

一
〇

一
m
で
あ
り
、
縄
紋
時
代
中
期
の
多
量
の
土
器
と
多
数
の
縦
穴

(竪
穴
)
建
物
と
墓
地
が
み

つ
か

っ
て
い
る
。
竪
穴
建
物

の

一
つ
は
縄
紋
時
代

の
日
本
海
域
に
特
徴
的
な
大
型
建
物
で
あ
り
、
こ
の
遺
跡
は
砺
波
平
野
の
重
要

な
集
落

で
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
。

松
原
遺
跡
か
ら
の
眺
望
範
囲
は
、
砺
波
平
野
の
西
部
か
ら
西
山
丘
陵
裾
に
か

け
て
広
く
及
ん
で
い
る
。
そ
の
北
は
富
山
湾
に
面
し
た
越
中
国
府
遺
跡

(古
代

に
国
府
が
お
か
れ
た
低
丘
陵
)
・
岩
崎
鼻
遺
跡

に
ま
で
、
南
は
平
野
奥
部
に
ま
で

及
ん
で
い
る
。
松
原
遺
跡
と
越
中
国
府
遺
跡
と
は
直
線
距
離

で
三
〇
㎞
近
く
の

距
離
が
あ
り
、
途
中

に
森
林
が
あ

っ
た
こ
と
も
容
易
に
推
定

で
き
る
が
、
有
力

な
縄
紋
集
落

に
は
環
状
列
木
や
環
状
土
塁
な
ど
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
り
え
る

施
設
を
作
る
こ
と
が
多

い
。
松
原
遺
跡
が
平
野
奥

の
谷
口
近
く
に
あ
る
が
、
海

辺
近
く
ま
で
遠
望
で
き
る
位
置
に
あ
る
こ
と
は
、
意
味
が
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ

る
。こ

れ
に
対
し
て
松
原
遺
跡
の
周
辺

に
つ
い
て
は
、
か
え

っ
て
眺
望
範
囲
が
狭

く
、
旧
庄
川

に
そ

っ
た
河
岸
段
丘
を
中
心
と
す
る
範
囲
で
あ
る
。
そ
し
て
松
原

遺
跡
か
ら
海
と
山

へ
の
眺
望
に
関
し
て
は
、
平
野
に
比
べ
る
と
非
常
に
限
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
砺
波
平
野
の
縄
紋
集
落
に
お
よ
そ
共
通
し
て
い
て
、
平

野
部
が
眺
望
範
囲
の
主
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
多

い
。

松
原
遺
跡
か
ら
の

一
時
間
歩
行
範
囲
は
、
平
野
で
あ
る
た
め
、
か
な
り
広

い
。

そ
し
て
松
原
遺
跡
周
辺
の
旧
庄
川
に
そ

っ
た
帯
状
の
眺
望
範
囲
が
、

こ
の

一
時

間
歩
行
範
囲
に
ほ
ぼ
お
さ
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
松

222



縄紋の住まいの選び方

原
遺
跡
か
ら
の

一
時
間
歩
行
範
囲
の
中
に
あ
る
眺
望
範
囲
は
、
松
原
遺
跡
の
縄

紋
人
が
最
も
日
常
的
に
利
用
し
た
空
間
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
松
原
遺
跡

と
同
時
期
に
存
在
し
た
可
能
性
が
高

い
砺
波
平
野
の
縄
紋
遺
跡
の
分
布
を
み
る

と
、
松
原
遺
跡
か
ら
の

一
時
間
歩
行
範
囲
内

に
少
な
く
、
そ
の
範
囲
外
で
急
増

図16砺 波市松原遺跡からの眺望範囲と1時 間歩行範囲

す
る
。
詳
細
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、

一
時
間
歩
行
範
囲
は
お
よ
そ
主
要
集

落

の
資
源
利
用
範
囲

(0
9けOゴ巳
PO口
け
曽「Φ90)
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
で
あ
ろ

う
。
こ
の
範
囲
は
照
葉
樹
林
帯
で
あ
り
、

シ
イ

・
カ
シ
を
は
じ
め
、
河
畔
林
の

多
様
な
堅
果
類

(ド
ン
グ
リ
類
)
や
集
落
周
辺
の
開
地
性
環
境
の
有
用
草
本
類
、

図17南 砺市 矢張下島遺跡か らの眺望範囲 と1時 間歩行範囲(円:半 径1.5km)

ま
た
水
辺
に
集
ま
る
中
小
動
物
類
を
利
用

で
き
た
。
ま
た
庄
川
は
現
在
、
サ
ケ

・
マ

ス
の
遡
上
が
復
活
し

つ
つ
あ
り
、
縄
紋
人

に
と

っ
て
も
重
要
な
食
料
源
で
あ

っ
た
で

あ
ろ
う
。

な
お
松
原
遺
跡
か
ら
の

一
時
間
歩
行
範

囲
を
お
よ
そ
そ
の
資
源
利
用
範
囲
と
す
る

推
定
に
大
過
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
範
囲
に

隣
接
す
る
縄
紋
集
落

の
資
源
利
用
範
囲
は

松
原
遺
跡

の
そ
れ
と
排
他
的
で
は
な
く
、

相
互
入
り
会
い
地
が
高
い
比
率
を
占
め
て

い
た
と
推
測
す
る
こ
と
に
な
る
。

南
砺
市
矢
張
下
島
遺
跡

(図
17
)

"
矢

張
下
島
遺
跡
は
、
合
掌
作
り
建
物

の
集
落

で
著
名
な
南
砺
市
利
賀
地
区
の
、
標
高

四

二
〇

m
の
地
点
に
あ
る
山
の
縄
紋
集
落

で

あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
縄
紋
早
期
か
ら
晩
期
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ま
で
営
み
が
続
い
た
が
、
そ
の
盛
期
は
縄
紋
中
～
晩
期
に
あ
り
、
建
物
や
墓
地

や
環
状
土
塁
に
加
え
て
、
縄
紋
後

・
晩
期

の
水
さ
ら
し
場
遺
構
が
み
つ
か

っ
て

い
る
。
水
さ
ら
し
場
は
、
堅
果
類

の
ア
ク
抜
き
処
理
を
は
じ
め
、
水
を
使
用
す

る
色

々
の
分
野
の
生
産
活
動
や
祭

の
場
に
な

っ
た
と
推
定
で
き
る
場
所
で
あ
る
。

ま
た
富
山
県
の
海
岸
部
と
の
物
流
を
示
す
蛇
紋
岩
製
石
斧
や
、
岐
阜

・
長
野
県

域
と
の
そ
れ
を
示
す
下
呂
石

・
黒
曜
石
製

の
石
器
な
ど
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。

矢
張
下
島
遺
跡
は
、
地
形
傾
斜
が
急
峻
な
山
間
部
の
谷
の
段
丘
面
で
も
、
川

よ
り
の
低

い
位
置
に
あ
り
、
眺
望
範
囲
も

一
時
間
歩
行
範
囲
も
非
常
に
狭
く
て
、

里

(平
野
部
)
や
海
辺
は
ま

っ
た
く
見
え
な

い
。
図
17
右
図

の
遺
跡
を
囲
む
円

は
半
径

一
・
五
㎞
で
あ
り
、
人
や
動
物
の
動
き
を
あ
る
程
度
視
認
で
き
た
と
推

定

で
き
る
範
囲
で
あ
る
。
矢
張
下
島
遺
跡

か
ら

の
眺
望
範
囲
と

一
時
間
歩
行
範

囲
は
、
こ
の
円
よ
り
東
西
は
や
や
狭
く
、
南
北
は
や
や
広

い
が
お
よ
そ

一
致
し

て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
集
落
と
の
配
置
関
係
も
考
慮
し
て
、
矢
張

下
島
遺
跡
の
主
要
な
資
源
利
用
範
囲
は
、

お
よ
そ
こ
の
狭

い
範
囲
の
中
に
あ

っ

た
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

矢
張
下
島
遺
跡
は
主

に
落
葉
樹
林
帯
の
資
源
を
利
用
し
た
と
推
定
で
き
る
場

所

に
あ
り
、
水
さ
ら
し
場
遺
構
は
そ
の
森
林
資
源
利
用
の

一
端
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
照
葉
樹
林
帯
に
は
多
種

・
少
量
産
出
の
有
用
植
物
性
資
源
が
多

い
こ
と

に
対
し
て
、
落
葉
樹
林
帯

で
は
ク
リ

・
ク

ル
ミ

・
ト
チ
な
ど
種
類
は
少
な
い
が

堅
果
産
出
量
が
多
い
樹
種

に
富
む
こ
と
が

一
つ
の
特
徴
で
あ
り
、
ト
チ
加
工
品

は
現
在
で
も
利
賀

・
五
箇
山
地
区
の
名
産

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
落
葉
樹
林
帯

の
環
境
で
は
、
範
囲
は
狭
く
て
も
資
源
管
理
と
利
用
を
緻
密

に
お
こ
な
う
方
が
、

高
い
生
産
性
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
海
辺
と
里
と
山
の
特
徴
を
示
す
と
考
え
る
縄
紋
遺
跡
か
ら

の
眺
望
範

囲
と

一
時
間
歩
行
範
囲
と
に
つ
い
て
示
し
た
。
そ
の
特
色
は
、
海
辺

の
集
落
は

海
を
、
里

(平
野
)
の
集
落
は
里
を
、
山
の
集
落
は
山
が
よ
く
見
え
て
、
か

つ

そ
こ
に
往
還
し
や
す
い
場
所
に
住
ま
い
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
眺
望
範

囲

や

一
時

間
歩
行

範

囲

は
、
当

該
遺

跡

の
資
源
利

用
範

囲

(8
8
ぴ
ヨ
Φ畧

霞
$
)
と
深
く
関
わ
る
と
推
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
地
域

の
他

の
縄
紋
遺
跡

に
つ
い
て
も
同
様

の
分
析
を
お
こ
な
う
と
、
必
ず
し
も
画

一
的
で
は
な
く
、
遺

跡
ご
と
の
個
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
大
勢

に
お
い
て

上
記
の
縄
紋
集
落
の
立
地
傾
向
は
、
富
山
県
域

に
限
ら
ず
、
広
く
見
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

4

眺
望
範
囲
と

一
時
間
歩
行
範
囲

の
連
鎖

上
で
は
、
個
々
の
縄
紋
集
落
か
ら
の
眺
望
範
囲
と
歩
行
範
囲
を
み
た
。
た
だ

し
住
ま
い
の
選
び
方
を
考
え
る
場
合
に
は
、
集
落
を
相
互
に
ど
の
よ
う

に
配
置

し
て
い
た
か
が
、
よ
り
大
き
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
た

め
に
、
眺
望
範
囲
の
連
鎖
と

一
時
間
歩
行
範
囲

の
連
鎖
と
を
分
析
し
て
み
た
。

眺
望
範
囲
の
連
鎖

に
関
し

て
は
、
後
世

の
越
中

・
飛
騨

・
信
濃
を
結

ぶ
鰤

(ブ
リ
)
街
道
と
関
わ
る
地
域

の
、
縄
紋
後

・
晩
期
遺
跡

か
ら
の
眺
望
範
囲
を

重
ね
た

(図
18
)。

こ
れ
は
す
べ
て
の
縄
紋
後

・
晩
期
遺
跡
か
ら

の
眺
望
範
囲
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を
重
ね
た
も
の
で
は
な
く
、
前
節
で
と
り
あ
げ
た
遺
跡
か
ら
の
眺
望
範
囲
の
縁

辺
付
近

に
位
置
す
る
遺
跡
を
選
ん
で
眺
望
範
囲
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

特
色
は
、
眺
望
範
囲
が
連
鎖
し
な
が
ら
、
海

・
里

・
山
を
広
く
覆
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
る
の
は
、
縄
紋
集
落
が
そ
の
生
業
に
適
し
た
場
所

に
営
ま
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
縄
紋
時
代
の
盛
期
に
は
、
隣
接
す
る
集
落
を
相

互

に
視
認
で
き
た
り
、
直
接
的

に
は
視
認
で
き
な
く
て
も
眺
望
範
囲
が
重
な

っ

た
り
す
る
場
所
を
周
到
に
選
ん
で
、
住
ま
い
を
定
め
た
か
ら
で
あ
る
と
推
察
す

図18眺 望範囲の連鎖

る
。
矢
張
下
島
遺
跡

の
よ
う
な
、

山
間
の
谷
の
眺
望
範
囲
が
非
常
に

狭

い
遺
跡
群
で
も
、
眺
望
範
囲
を

重
ね
る
と
連
鎖
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
色

々
の
意
味
が
あ

っ
た

で
あ
ろ
う
。

鰤
街
道

の
交
通
ル
ー
ト
が
縄
紋

時
代
に
も
存
在
し
た
こ
と
は
、
土

器
や
石
器
の
遠
隔
地
流
通
か
ら
容

易
に
推
察

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

縄
紋
時
代

の
流
通
は
生
活
必
需
品

に
つ
い
て
も
、
硬
玉
製
装
身
具
の

よ
う
な
特
別
な
価
値
を
推
定
で
き

る
物
資

の
流
通
に
つ
い
て
も
、
弥

生

・
古
墳
時
代
よ
り
も
広
く
活
発

で
あ

っ
た

(宇
野
前
掲
)。
そ

の

一
つ
の
理
由
は
、
公
権
力
が
強
ま
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図20縄 紋早期1時 間歩行範囲連鎖図19縄 紋草創期1時 間歩行範囲連鎖

 

る
と
、
あ
る
い
は
公
権
力
を
強
め
る
た
め

に
は
、
人
や
物

の
動
き
の
管
理
を
強

化
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
縄
紋
社
会
側
に
、

広
域
流
通
を
実
現
す
る
積
極
的
な
仕
組
み
も
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

眺
望
範
囲
の
緻
密
な
連
鎖
と
広
域
流
通

は
縄
紋
時
代
の
初
め
か
ら
あ

っ
た
の

図22縄 紋中期1時 間歩行範囲連鎖図21縄 紋前期1時 間歩行範囲連鎖

で
は
な
く
、
縄
紋
前
期
か
ら
晩
期
に
か
け

て
縄
紋
社
会
が
充
実
す
る
中
で
軌
を

一
に

す
る
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

縄
紋
時
代
の
流
通

の

一
般
的
な
形
態
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
は
簡
単
に
は

判
断
で
き
な

い
が
、
遠
隔
地
に
拠
点
的
な

物
流
が
な
さ
れ
て
人
が
遠
距
離

に
移
動
し

た
と
推
定
で
き
る
場
合
と
、
流
通
量
が
原

産
地
か
ら
消
費
地

へ
の
距
離
の
増
加
に
応

じ
て
減
衰
す
る
こ
と
か
ら
集
落
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
通
し
て
連
鎖
的
な
交
換
が
な
さ
れ

た
と
推
定
で
き
る
場
合
と
が
あ
る
。
た
だ

し
人
が
遠
距
離
を
移
動
す
る
場
合

で
も
、

地
域
の
集
落
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
無
関
係
に

移
動
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

縄
紋
時
代
の
盛
期

に
、
人
が
遠
距
離
を

移
動
す
る
場
合
、
例
え
ば
信
濃

・
飛
騨
方

面
か
ら
越
中
に
至

っ
た
人
は
、
最
初

の
縄
紋
集
落
に
至
る
と
次
の
集
落
を
視
認

し
な
が
ら
歩
く
こ
と
を
繰
り
返
し
て
海
辺
ま
で
歩
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
集
落
ど
う
し
が
直
接
視
認
で
き
な
い
場
合

で
も
眺
望
範
囲
が
重
な

っ
て
い

れ
ば
、
在
地
の
集
落

の
人
に
次

の
集
落
が
見
え
る
場
所
を
教
え
て
も
ら
う
と
、
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初
め
て
の
旅
人
で
も
道
に
迷
う
こ
と
な
く
次
の
集
落

に
た
ど
り
着
け
た
で
あ
ろ

う
。
反
対
に
、
丸
木
舟
で
富
山
湾
に
至

っ
た
人
も
同
じ
ル
ー
ト
で
飛
騨

・
信
濃

方
面

に
旅
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
実

に
は
視
認
を
妨
げ
る
も
の
も
多

い
が
、

縄
紋
時
代
の
盛
期
に
は
東
日
本
を
中
心
と
し
て
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
な
り
え
る
施

図24縄 紋晩期1時 間歩行範囲連鎖図23縄 紋後期1時 間歩行範囲連鎖

設
を
活
発
に
建
設
し
て
い
る
こ
と
も
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

在
地
の
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

い
う
立
場
か
ら
は
、
縄
紋
時
代
盛
期
の
集
落

数
は
狩
猟
採
集
を
中
心
と
し
て
農
耕
は
付
加
的
で
あ
る
社
会
と
し
て
は
密
度
が

高

い
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
そ
の
資
源
を
め
ぐ

っ
て
大
規
模
な
集
団
戦
闘
す
な

わ
ち
戦
争
を
活
発

に
お
こ
な

っ
た
形
跡

は
乏
し

い
。
そ
の
理
由
の

一
つ
に
、

個
々
の
集
落
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
便
利
な
場
所

に
住
む

一
方
、
全
体
と
し
て

巧
み
な
集
落
配
置
を
お
こ
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
松
原
遺
跡

の

分
析
で
、
集
落

の
資
源
利
用
範
囲
が
排
他
的
な
領
域
で
は
な
く
入
り
会

い
地
的

な
在
り
方
で
あ

っ
た
こ
と
を
推
定
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
在
り
方
も
色
々
な
場

面
で
推
察
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
の

一
端
を
探
る
た
め
に
、
集
落
か
ら
の

一
時
間
歩
行
範
囲
を
、
縄

紋
時
代
の
大
別
時
期
ご
と
に
重
ね
た

(図
19
～
24
)。
縄
紋
草
創
期
と
早
期

で

は

一
時
間
歩
行
範
囲
が
重
な
る
地
域
が
い
く

つ
か
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
い

た
が
、
縄
紋
前
期
に
は
ブ

ロ
ッ
ク
の
範
囲
が
著
し
く
広
く
な
り
、
中
期
か
ら
晩

期
に
か
け
て
こ
れ
ら
が
ほ
ぼ

一
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
す
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
そ
れ
は
縄
紋
時
代
盛
期

に
こ
の
地
域
で
は
、
ど
ち
ら

へ
歩

い
て
も
二

時
間
以
内

で
次
の
集
落

に
着
く
こ
と
が
多
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
縄
紋

社
会
は
こ
の
よ
う
な
密
度
の
高

い
集
落
分
布
の
状
況
の
中
で
も
、
千
～
数
千
年

の
間
継
続
す
る
集
落
が
あ
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
非
常

に
安
定
し
た
営

み
を
お
こ
な

っ
て
い
た
。
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結

び

以
上
、
富
山
県
域
の
縄
紋
遺
跡
に
つ
い
て
、
そ
の
盛
期
で
あ
る
中

・
後
期
を

中
心
と
し
て
、
眺
望
範
囲
と

一
時
間
歩
行
範
囲
の
分
析
か
ら
、
そ
の
社
会
の
特

質
と
そ
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
縄
紋
人
の
住
ま
い
の

選
び
方

に
つ
い
て
、
二

つ
の
特
徴
が
あ

る
と
考
え
た
。
そ

の

一
つ
は
、
山

・

里

・
海
辺
の
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
が
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
た
資
源
の
利
用
に
最
も
適

し
た
場
所
に
住
ま
い
を
定
め
た
で
あ
ろ
う

こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
縄
紋

時
代

に
集
落
が
増
加
す
る
中

で
、
巧
み
な
集
落
配
置
を
お
こ
な
い
、
争
い
で
は

な
く
安
定
と
盛
ん
な
交
流

・
物
流
を
実
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
基
礎
は
、

縄
文
前
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
の
緻
密
で
周
到
な
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
メ
カ

ニ
ズ

ム
を
さ
ら
に
探
る
に
は
、
全
国
的
な
比
較
と
、
詳
細
な
分

布

・
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
小
地
域
を
限

っ
て
細
別
時
期
ご
と
の
分
析
を
お

こ
な
う
と
い
う
、

マ
ク

ロ
と
ミ
ク

ロ
の
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
縄
紋
時
代

の
集
落
増
加
と
対
応
す
る
よ
う
に
発
達
す
る
各
種
の
記
念
物

(モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
)

と
祭
器

の
分
布
の
G
I
S
分
析
も
必
須
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

最
後

に
こ
こ
で
推
定
し
た
縄
紋
時
代
の
住
ま
い
の
選
び
方
の
特
色
と
弥
生
時

代
以
後

の
顕
著
な
違

い
に
つ
い
て
述
べ
る
。
弥
生
時
代
以
後
に
は
、
拠
点
集
落

が
相
互
に
視
認
で
き
な
い
場
所
を
選
ん
で
立
地
し
た
り
、
丘
陵

・
山
地

に
拠
点

を
営
む
場
合

に
も
生
活
の
不
便
を
顧
み
ず
里
や
海
を

一
望
で
き
る
場
所
を
選
ん

だ
り
す
る
こ
と
が
増
加
す
る

(宇
野
二
〇
〇
六
a
・
b
)。
弥
生
時
代

の
新
し
い

在
り
方
は
、
同
時
代

の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
広
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
当
時

の
海
を
こ
え
た
交
流
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

山

・
里

・
海
を

一
望
す
る
拠
点
を
設
け
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
眺
望
で
き
る

領
域
や
行
き
交
う
人
や
物
資
を
管
理
す
る
指
向
を
も

っ
た
王
権

の
成
長
と
、
深

く
関
わ

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
武
器

・
武
旦
ハと
濠
や
土
塁
の
よ
う

な
軍
事
施
設

の
発
達
と
表
裏
の
も
の
で
あ
る
。

縄
紋
時
代
で
も
弥
生
時
代
以
後
で
も
、
限
ら
れ
た
資
源
を
ど
の
よ
う
に
管
理

し
て
有
効
に
活
用
す
る
か
は
同
様
に
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
軋
轢

の
種
は
常

に

存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
縄
紋
的
解
決
法
は
善
隣
友
好
で
あ
り
、
弥
生
的

解
決
法
は
遠
交
近
攻
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
人
類
の
代
表
的
な
二
つ
の

知
恵
で
あ
り
、
今
後
の
人
類
史
を
も
左
右
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

謝
辞富

山
縄
紋
遺
跡

の
時
空
間
デ
ー
タ
は
岡
田

一
広

(南
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)
が

収
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し
、
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I
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は
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欧
志
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と
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化
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)
の
協
力
を
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た
。
記
し
て
、
感
謝

の
意

を
表
す
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。

私
は

一
九
九
九
年

に
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
に
赴
任
し
て
以
後
、
考

古
学
を
中
心
と
し
つ
つ
G
I
S
に
よ
る
国
際

・
学
際
的
な
研
究
を
推
進
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
環
境
を
整
え
て
こ
ら
れ
た
本
セ
ン
タ
ー
の
諸
先
輩
に
敬
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意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
た

い
。
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